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１．平成 21 年度平良港周辺環境調査の全体像 

◆調査の枠組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆調査時期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆調査位置図（全体図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21 年度平良港周辺環境調査 

「港内環境調査」：平良港の環境整備に伴う環境変化の把握 
・ 人工構造物断面調査 

・ 水温連続観測 

・ 海生生物調査 

「環境・生態系共生型防波堤モニタリング調査」：環境・生態系共生型防波堤の効果を把握 
・ 溝加工消波ブロック 

・ 通水方型ケーソン 

・ 移築サンゴ礁 

「環境保全・創造計画」：生物環境共生施設事業の実施 
・ 移植サンゴのモニタリング調査 

・ サンゴの移植 

概要資料作成 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

人工構造物断面調査
7-8

水温連続観測
7-11

海生生物調査
10-11 1-2

移植サンゴのモニタリ
ング調査

9 16

サンゴの移植
11 13-16

溝加工消波ブロック

8

通水型ケーソン
7

移築サンゴ礁
7-8

環境・生態系共生型
防波堤モニタリング調
査

概要資料作成

平成22年平成21年

港内環境調査

環境保全・創造計画

時期

調査・検討項目
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2．港内環境調査結果 ～人工構造物断面調査（1/2）～ 

◆調査内容の概要 

 人工構造物断面調査は下図に示す調査位置で、継続調

査が可能な固定測線を設置し行った。測線の設置にあた

っては、港内側のケーソン直立部からマウンド部（L2）、
港外側の消波ブロックからマウンド部（L1）を対象とし

て行った。 
 調査は潜水目視観察とし、測線に沿って左右各 1ｍ内

の造礁サンゴ、ソフトコーラル、海藻草類の被度と優占

種を記録した。また、各調査枠の海底状況や代表的なサ

ンゴ類を写真撮影した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆調査結果の概要（1/2） 
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 凡　　例 注）　図示したのはサンゴ類、海草藻類、大型底生生物とも

被度5%未満：1～5個体未満 　　　1．1枠の被度が5%以上、または個体数5以上

5～9% ：5～9個体 　　　2．出現頻度が上位3種類

10～24% ：10～24個体

25～49% ：25～49個体

50%以上 ：50個体以上

測線　　L-1（港外側）
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被覆石

消波ブロック

サンゴ礫

-3.0

-2.0

-1.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

5m

20m

10m

0m

15m

D.L. 0.0

水深 (m)

総被度

ｳｽﾁｬｷｸﾒｲｼ

ﾌｶﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ

総被度

ﾊｲｵｵｷﾞ

無節ｻﾝｺﾞﾓ類

ｲﾜﾉｶﾜ科

総個体数

サ
ン
ゴ
類

海
藻
草
類

大
型
底
生

ﾐﾄﾞﾘｼﾏｳｸﾞｲｽｶﾞｲ

ｼｭﾓｸｶﾞｲ科

ﾂｸｴｶﾞｲ科

5 10 15 20 25

 凡　　例 注）　図示したのはサンゴ類、海草藻類、大型底生生物と

被度5%未満：1～5個体未満 　　　1．1枠の被度が5%以上、または個体数5以上

5～9% ：5～9個体 　　　2．出現頻度が上位3種類

10～24% ：10～24個体

25～49% ：25～49個体

50%以上 ：50個体以上

測線　　L-2（港内側）
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●サンゴ類 

 測線 L-1、L-2 ともに総被度が 1%未満～15%程度であり、特定の種が優先することの少なく基本的に多種混生の状況にあった。 
 両測線ともに、ミドリイシ類の新規加入状況も 1 個/㎡未満とほとんどみられない場所が多かった。 
●海藻草類 

 測線 L-1 では総被度が 50～70%程度であり、イワノカワ科や無節サンゴモ類は全地点において確認された。測線 L-2 では総被度が 55～90%程度であ

り、ハイイオギや無節サンゴモ類、イワノカワ科が多くの地点で確認された。海藻草類によるサンゴ類への影響はみられなかった。 
●大型底生動物 

 総個体数が多かった種は、測線 L-1 ではイガイ科、測線 L-2 ではツクエガイ科であった。オニヒトデやシロレイシガイダマシによるサンゴ類への食

害はみられなかった。 
 

周周辺辺部部ののテテーーブブルル状状ミミドドリリイイシシ類類

ククシシハハダダミミドドリリイイシシ等等  

キキククメメイイシシ科科等等  

チチリリメメンンハハナナヤヤササイイササンンゴゴ((右右))  

ハハナナガガササミミドドリリイイシシ((左左))  
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2．港内環境調査結果 ～人工構造物断面調査（2/2）～ 

◆調査結果の概要（2/2） 

 人工構造物断面調査は本年度も含めて 3 回実施（平成 17、19、21 年度）されていることから、経年変化について考察した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サンゴ類の総被度の過年度調査結果との比較                           サンゴ類の種類数の過年度調査結果との比較 

●L-1 の経年変化 

 平成 17 年度では、9～11m 地点(D.L.-7.1～-7.2m)において総被度 10%以上が確認されたもの、これ

以外の地点はほとんどが 10%以下であった。平成 19 年度では 9～11m 地点の被度が低下したが全体的

な分布状況に大きな変化はみられなかった。この傾向は平成 21 年度も同様であった。種類数は、水深

が深くなるにつれて多くなる傾向がみられ、平成 19 年度と比較すると、増加している地点が多くみら

●L-1 と L-2 の比較 

 L-1 と L-2 を比較すると、L-1 で総被度ならびに種類数が多くみられた。L-1 は下崎西防波堤の沖側で

あり、L-2 は内側に位置している。したがって、L-1 の方が開放的な場所であり、潮通しもよく、浮泥の

堆積も少ないことが予想される。また、L-1 は傾斜護岸であり、L-2 は直立護岸である。そのため、これ

らの原因により、L-1 でサンゴ類が多く観察される結果に繋がった可能性は高いものと考えられた。 
下崎西防波堤の調査地点では、一般に成長が速いとされるミドリイシ属の加入が少なく被度がほとん

ど増加しない状況にあり、被度は港内側、港外側ともほとんどの調査地点で 10%以下と低かった。一方、

ミドリイシ属に比べて成長が遅いキクメイシ科の加入が目立ち、種類数が増加している地点もあった。

本年度のトゥリバー地区で行った移植範囲のサンゴ類調査結果では、ミドリイシ属の稚サンゴが多く加

入していたことから、平良港港湾区域内でもサンゴ類の幼生加入は多いと考えられた。したがって、今

後は、これらのサンゴ類が加入することで、人工構造物にサンゴ群集が形成され、それらを利用する生

物も集まることが期待された。 
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2．港内環境調査結果 ～水温連続観測～ 

◆調査内容の概要 

平成 20 年 10 月に設置された 5 地点 2 層（上

下層・計 10 個）の水温計を平成 21 年 9 月に回

収し、12 ヵ月間にわたる水温のデータを得た。

回収後には同所に別途水温計を再設置した。 
水温計の設置位置は下図のとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,000m 

T1 

T3 

T4 

T5 
T2 

水温計の設置状況(T2 上層) 

水温計の設置状況(T2 下層) 

●水温の季節変化 

 10 月(平成 20 年)から 11 月上旬にかけての水温は 27℃前後で推移し、その後徐々に低下し、1 月(平成 21 年)には 21℃前後まで低下した。以降、徐々に水温

が上昇し 5 月中旬には 25℃程度、7 月下旬から 9 月までは 30℃前後を推移した。なお、台風 8 号の接近（8 月 6、7 日）とともに一時的に 2℃程低下している

●水温の鉛直分布 

 T1（トゥリバー地区・親水防波堤）、T3（下崎西防波堤・港外側）、T4（下崎西防波堤・港内側）の 3 地点では、上層でやや水温が高い期間もみられるが、

概ね同程度で推移した。T2（北防波堤）、T5（下崎北防波堤）では、5 月下旬以降に気温が著しく上昇するようになると、上層、下層の水温差が 1℃程度とな

っており、D.L.-1m～-9m の水深帯に水温躍層が形成されているか底層付近に水温の低い水塊が差し込んでいるためと考えられた。 

●白化初期段階のサンゴに関する考察 

本年度は、サンゴの移植先である親水防波堤（トゥリバー地区）において、平成 20 年度に移植したサンゴを中心

に色が薄くなっている状態（白化初期段階）が確認された。そこで、夏季における水温の状況を把握するため、上層

（D.L.-1m）における 7 月 1 日から 8 月 31 日までのデータを抽出・解析し、過年度のデータと比較した。 
鑑賞ステージに近い T1 では、平均水温には大きな差がみられないのに対し、高水温日数では大きな差が生じてい

た。これは、T1 では海水が比較的停滞しやすい環境であり、T2 も港湾の奥部にあり閉鎖的な環境に位置しているこ

とから、他の地点に比べ 30℃以上の日数が多くなったと考えられた。 
また、本年度に、30℃以上の高水温が確認された日数は、白化が確認された平成 19 年度より多く、サンゴが白化

する要因となったことが考えられた。 
今年度白化（初期段階）が確認されたサンゴは、平成 20 年度移植時のストレスの緩和や移植先海域への順応が進

まないまま、夏季の水温上昇期を迎え、高水温に対する耐性が整わずに白化した可能性がある。 
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T4

T5

T2

T1 における各年度の 30 度以上を記録した日数

単位：（℃）
項目 T1 T2 T3 T4 T5

平均水温 29.9 29.8 29.6 29.7 29.6
標準偏差 0.58 0.50 0.46 0.52 0.49
期間最高 31.3 30.8 30.8 31.0 30.7
期間最低 28.2 28.1 28.1 28.1 28.0

各地点の上層(D.L.-1m)における平均水温等 

T1 T2 T3 T4 T5

28～29℃ 5 5 5 6 6

29～30℃ 29 34 43 40 43

30～31℃ 26 22 12 15 11

31～32℃ 1 0 0 0 0

30℃以上 27 22 12 15 11

水温帯
日数

各地点の上層(D.L.-1m)における各水温帯の出現日数
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2．港内環境調査結果 ～海生生物調査～ 

◆調査内容の概要 

 海生生物調査は、下崎地区泊地（-10.0m）の 3
地点（下図参照）において、年 2 回（夏・冬）実

施した。調査にあたっては、10m×10m のコドラ

ートを設置し、そのコドラート内のサンゴ類の生

息状況について、潜水目視観察を行った。サンゴ

類の観察項目は、生存・死亡サンゴの被度、群体

の大きさ、種類であり、これ以外に浮泥堆積状況、

食害生物の出現状況を目視観察した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査地点 調査地点の概況 

St.1 

荷川取漁港防波堤と下崎地区埋立計画地

の間に位置する水深約 9mのなだらかな斜

面で砂泥域。 

St.3 火力発電所地先の水深約 3m の岩礁域。 

St.4 St.3 よりもさらに北側の水深 5m の岩礁

域。  

◆調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

下
崎
西
防
波
堤

下崎北防波堤 

北防波堤 

南防波堤 

西防波堤 

漲水地区 

下崎地区 

荷
川
取
漁

トゥリバー地区 

St. 3 

St. 1 

St. 4 

N 

0            1,000m 

●サンゴ被度の経年変化 

 生存サンゴ被度は、平成 19～21 年度にかけて、St.1 と St.3 で

は増加、St.4 で低下した。今年度は、昨年度と比較して、St.1 や

St.3 で被度の増加がみられたことから、これらの地点では順調に

成長したと考えられた。一方、St.4 では、昨年度冬季調査時にア

ンカーの引きずり等によると考えられるサンゴの破壊がみられ、

被度の低下が確認された。今年度は、昨年度にこの影響で破片化

地点別サンゴ被度の経年変化（上：生存、下：死亡） 

調査年度 H21
St.1 St.3 St.4

種 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季
1 ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr
2 ｼﾏﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ ○ ○ ○

3 ﾔﾘｶﾀｷﾞ ○ ○ ○ ○ rr r r
4 ｽﾐﾂｷﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr rr rr rr
5 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr rr
6 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr
7 ｳﾐﾂﾞｷﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr
8 ｲｯﾃﾝﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○

9 ﾄﾉｻﾏﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○

10 ﾐｶﾄﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○

11 ﾁｮｳﾊﾝ ○ ○ ○ ○

12 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr
13 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr rr
14 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr r r rr rr
15 ﾆｾﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr rr rr
16 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 ｱﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○

18 ﾐｿﾞﾚﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr
19 ｱﾐﾒﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○

20 ｺﾞﾏﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○

21 ｷﾝﾁｬｸﾀﾞｲ ﾁﾘﾒﾝﾔｯｺ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ｱﾌﾞﾗﾔｯｺ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr
23 ﾅﾒﾗﾔｯｺ ○ ○ ○ ○ ○ rr
24 ｱｶﾊﾗﾔｯｺ ○ ○

25 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ｱﾂｸﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ rr rr rr rr
26 ﾍﾞﾗ ﾏﾅﾍﾞﾍﾞﾗ ○

27 ｸﾛﾍﾞﾗ ○ ○ ○ ○ rr rr rr rr
28 ﾓﾝｶﾞﾗｶﾜﾊｷﾞ ｸﾏﾄﾞﾘ ○ ○

29 ｷﾍﾘﾓﾝｶﾞﾗ ○ ○ ○ ○

30 ｶﾜﾊｷﾞ ﾃﾝｸﾞｶﾜﾊｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr rr
31 ﾊｸｾｲﾊｷﾞ ○

32 ﾌｸﾞ ｼﾏｷﾝﾁｬｸﾌｸﾞ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr rr
33 ｻｻﾞﾅﾐﾌｸﾞ ○ ○

34 ﾐｿﾞﾚﾌｸﾞ rr rr
35 ｺｸﾃﾝﾌｸﾞ ○ ○ ○ ○

4 3 14 12 15 11

注）rr:個体数1～5、r:個体数6～20、+:個体数21～50、c:個体数51～100、cc:個体数100以上を示す。

5 14 1630 29 26 17

No.

出現種類数 14 29

H16H15科 H20H19H18H17

地点別サンゴ食動物の出現状況の経年変化（上：魚類、下：底生動物）

 調査年度

種 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季
1 軟体動物 ｱｸｷﾞｶﾞｲ ｼﾛﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○ ○ ○ ○ r
2 ﾋﾒｼﾛﾚｲｼﾀﾞﾏｼ
3 ｸﾁﾍﾞﾆﾚｲｼﾀﾞﾏｼ
4 ﾆｾｼﾛﾚｲｼﾀﾞﾏｼ
5 ｺｼﾛﾚｲｼﾀﾞﾏｼ
6 棘皮動物 ﾅｶﾞｳﾆ ﾀﾜｼｳﾆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr rr
7 ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr rr rr
8 ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr r r
9 ﾅｶﾞｳﾆﾓﾄﾞｷ ﾅｶﾞｳﾆﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ rr rr
10 ｵﾆﾋﾄﾃﾞ ｵﾆﾋﾄﾃﾞ

0 0 4 5 3 3

注）rr:個体数1～5、r:個体数6～20、+:個体数21～50、c:個体数51～100、cc:個体数100以上を示す。

H17 H18
H21

St.1

4 0 5

No. 門 科 H19H15 H16

出現種類数 5 5 5 35 4

St.3 St.4H20

●サンゴ食害生物の出現状況の経年変化 

 平成 15～20 年度の調査におけるサンゴ食魚類の出現状況をみると、合計 34 種が確認

されている。このうち、今年度調査において出現した種は 18 種であった。また、今年度

には新たにミゾレフグが確認された。調査地点別にみると、サンゴ食魚類は St.1 で 5 種

と最も少なく、St.3、St.4 ではそれぞれ 14 種、16 種が確認された。 
サンゴ捕食底生動物の出現状況をみると、過年度調査においてはシロレイシダマシが

高頻度で出現しており、今年度調査でも St.3 で出現した。ウニ類は、例年出現している

4 種が今年度調査でもみられた。食害被害の多いオニヒトデはみられなかった。 
周辺状況の観察では、魚類及び底生生物によるサンゴへの顕著な食害は確認されてお

らず、影響は軽微であると考えられた。 
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3．環境保全・創造計画 ～移植サンゴのモニタリング調査～ 

◆調査内容の概要 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N

トゥリバー地区 親水防波堤

①

50m

② ③④

移 植 区 間

①平成16年度 ④平成19年度

②平成17年度 ⑤平成20年度

③平成 18 年度

DL-3.0m

DL-0m

DL-0.5m

DL-1.5m

DL-2.5m

移植範囲
被覆石

⑤ ⑥ ⑥平成21年度

移植範囲調査（5.0m×6.7m） 

移植範囲調査では、サンゴ被度、白化状況、食害生物の生息状況、海藻類の状況、

浮泥の堆積状況、蝟集生物等について調査を行った。 
観察枠調査（1m×1m コドラート：3枠） 

観察枠調査では、水中写真、浮泥の堆積状況、サンゴの状況、分布状況のマッピン

グ、食害状況等について調査を行った。 

 移植サンゴのモニタ

リング調査では、これま

でに移植されたサンゴ

について以下の項目を

実施した。 

●各年度の移植区の経年変化 

 各移植区において、サンゴ類

は、5～15%程度が移植されてお

り、移植直後の被度は概ね 10～
20%と増加し、移植したサンゴ

類を中心にサンゴ群集が形成さ

れた。近年においては、サンゴ
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移植後経過年数
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度
（%

）
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0

5

10
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移植後経過年数
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移植前 直後 1年目

移植後経過年数

総
被

度
（
%
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①H16 移植区 

②H17 移植区 

③H18 移植区 

④H19 移植区 

⑤H20 移植区 

④H19 移植区のサンゴ類 

各移植区(33.5m2)の総被度の経時変化

●鑑賞ステージの理想的な移植イメージ 

 移植範囲(鑑賞ステージ)の環境条件に適応するサンゴの評価(右図)やサンゴ類が

生態系を構築すること、陸上からの観賞価値の検討など、これまでに得られた知

見から、鑑賞ステージサンゴ群集は、下図の様な状況が望ましい。 

観賞ステージに適応するサンゴ 

シショョウウガガササンンゴゴ  

トトゲゲエエダダココモモンンササ

フフトトエエダダミミドドリリイイ

ススギギノノキキミミドドリリイイ

ハハナナババチチミミドドリリイイ

ククシシハハダダミミドドリリイイ

ココエエダダミミドドリリイイシシ

ハハイイママツツミミドドリリイイ

ウウススチチャャキキククメメイイ

上
層 

下
層 

○移植サンゴは、適した水深帯

に移植する。 
○生態的・鑑賞的価値を高める

ため、枝状・卓状サンゴを効

果的に用いる。 
○環境教育等に利活用できるよ

う、浅所には陸上からの視認

性の高い卓状サンゴを中心に

移植する。 
○移植後のサンゴ類の被度は

20%では成長量と死亡量が相

殺されてしまうので、移植直

後の生存被度を 30%程度とす

ることが望ましい。 
○今後も、モニタリングを継続

するとともに、結果をフィー

ドバックしていくことが重要

である。 
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3．環境保全・創造計画 ～サンゴの移植～ 

◆調査内容の概要 

 サンゴ移植は、港湾整

備に伴い影響を受ける

サンゴ類を保全するこ

とを目的に実施してい

る。（平成 16～20 年度移

植区の経過については

前ページを参照） 
 移植は、移植元・移植

先の調査を行った後、実

施した。 

◆調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

移植元 

（下崎北防波堤）

移植先（トゥリバー地区） 

●移植元(下崎北防波堤)の状況 

 サンゴ類は、総被度 15%と多く、ショウガサンゴ、スギノ

キミドリイシ、クシハダミドリイシ等が多く分布していた。

また、サンゴ類の白化現象やホワイトシンドローム、食害生

物の影響も確認されず、健全であり移植元として適している

と考えられた。 

●移植作業の状況 

タタガガネネととハハンンママーーででササンンゴゴをを採採取取  

頻繁に換水しながら運搬 

移移植植箇箇所所のの付付着着物物をを剥剥ぎぎ取取るる  

移移植植箇箇所所ににドドリリルルでで穴穴をを空空けけるる  

水水中中ボボンンドドでで移移植植ササンンゴゴをを固固定定  

状状況況にに応応じじてて鉄鉄釘釘でで補補強強  

採取 

運搬 

移植① 移植④

移植③

移植②

●移植先の状況 

 今年度移植範囲のサンゴの総被度は 5%未満と

低く、死亡サンゴの総被度は 1%未満であった。

ショウガサンゴ、コモンサンゴ属（枝状）、スギ

ノキミドリイシなどが多く確認された。 
サンゴ類の生息状況は良好であり、白化現象や

食害生物等の影響はみられず、移植に適している

と考えられた。 

移植前
（H21.9）

移植後
（H21.10）

移植元の状況 

移植先の状況 

●移植前後の外観 

移植後の状況（詳細）

卓卓状状ササンンゴゴ  

卓卓状状・・枝枝状状ササンンゴゴのの混混生生域域  

枝枝状状ササンンゴゴ  
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4．環境・生態系共生型防波堤モニタリング調査 ～溝加工消波ブロック・通水型ケーソン～ 

◆調査内容の概要 

 本調査は、下崎西防

波堤に設置されている

環境・生態系共生型防

波堤の効果を把握する

ことを目的とし、次の 3
項目について実施し

た。 
 
 

◆調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・溝加工消波ブロック 

・通水型ケーソン 

・移築サンゴ礁 
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調査年度（設置後経過年数）

群
体

数
（
群

体
/
m

2
）

D.L.-5m C列

D.L.-5m D列

D.L.-5m E列

●通水型ケーソン：サンゴ類の被度・群体数の経年変化 

 サンゴ類の平均総被度は、平成 11 年度と比較して、増加傾向にあるが、すべての地点で 10%未満と低く、依

然として被度は低い状態にあった。また、通水部に最も近い箇所（E 列）で被度が高くなる等の効果は明瞭に

みられなかった。 
群体数においても、平成 11 年度以降、全体的に増加傾向であった。しかし、通水部に最も近い E 列の群体数

は、D.L.-3m と-5m で最も少なく、群体数からみても効果は明瞭でなかった。 
被度が 10%未満と低い原因は、比較的成長が速いミドリイシ属があまり生息せず、成長が遅いキクメイシ科

が優占していることが影響していると考えられた。また、通水部の効果がみられない原因は、護岸の形状（直

立護岸）や閉鎖性（下崎西防波堤内側）にあり、浮泥の堆積や濁りが強く、これらの環境要因がサンゴの加入

を妨げている可能性が考えられた。 
なお、通水部の入口には、ニザダイ類を中心とする魚の群れがみられ、通水型ケーソンによる集魚効果が確

認され、生物多様性を維持する重要な構造物であることが確認された 

●溝加工消波ブロック：サンゴ類の被度・群体数の経年変化 

 サンゴ類の平均総被度は、ブロック設置後 11 年が経過した本年度においても 10%未満と低く、

加工、無加工の差も確認されなかった。一方、群体数は、加工区でやや多いものの、成長の遅いと

されるキクメイシ科が主であった。 
 消波ブロックでサンゴ類の被度を高め、豊かなサンゴ群集を形成するためには、ミドリイシ属や

ハナヤサイサンゴ属等の比較的成長の速い種の加入が必要となる。本年度のトゥリバー地区で行っ

た移植サンゴ類の調査結果では、ミドリイシ属の稚サンゴが多く加入していたことから、平良港港

湾区域内でもサンゴ類の幼生加入は多いと考えられた。しかし、消波ブロックでこれらの加入が少

ないのは、波浪時の撹乱や浮泥の堆積等が影響していると考えられた。 

溝加工消波ブロックにおけるサンゴ類の被度・群体数の経年変化 

通水型ケーソンにおけるサンゴ類の被度・群体数の経年変化 

通通水水型型ケケーーソソンン内内部部  

通通水水部部入入口口にに見見らられれるるミミドドリリイイ

通通水水部部周周辺辺のの魚魚類類  
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4．環境・生態系共生型防波堤モニタリング調査 ～移築サンゴ礁～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．概要資料作成  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●移築サンゴ礁の状況 

 移築は平成 10～13 年度に実施しており、現在まで高被度を維持している群体のほとんどは、比較的成長が遅く、濁りや水温等の環境変化に強いとされるハマサンゴ属であった。そのため、被度の増加や空間

的な成長は難しいものの、一度、適した環境に移築することで、長期間にわたりサンゴ群集が維持されると考えられた。 
なお、被度の低下した地点では、台風等の物理的破壊による転倒や岩塊の部分的消失、生物による食害が影響していると考えられた。食害に対する措置を行っていくことは現実的には難しい。一方、台風等

の物理的破壊に対しては、移築先の水深や場所（海底地形、底質）、サンゴの大きさや形状から安定性に関する試験を実施し、その知見を応用しながら進めていくことが重要と考えられた。 
また、サンゴ移築は、消失するサンゴ群集を避難させるだけでなく、サンゴ移植と同様に、サンゴ群集に蝟集する魚類や底生生物の貴重な生息場を保全・創出する役割がある。本事業においても、移築サン

ゴに蝟集する魚類や底生生物が多数確認されており、サンゴ礁を移築することで豊かな生態系が生まれることも確認された。 

HH1111..11((1100--88))  HH2211..99((1100--88))  HH1122..1111((1122--55))  HH2211..99((1122--55))

移築直後と平成 21 年度の移築サンゴの概観変化（左：平成 11 年度移築、右：平成 12 年度移築） 移築サンゴ周辺で確認されたスズメダイ類 

●概要資料作成 

平良港の環境の現況及び環境保全・創造事業を対外的にアピールしていくため、

平良港湾事務所ホームページを情報発信媒体とした今年度調査成果の概要資料を

作成した。 
 
・「専門家・技術者向けの概要資料」（本資料） 
・「一般向けのパンフレット」。（右図参照） 
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下下崎崎西西防防波波堤堤  

トトゥゥリリババーー地地区区  
親親水水防防波波堤堤  凹凹凸凸加加工工根根固固ブブロロッッ

通通水水型型ケケーーソソ

溝溝加加工工消消波波ブブロロッッ

移移築築ササンンゴゴ

 

 

従来の防波堤においては、港内の海水循環機能のほとんどは開口部に限られ

ています。そこで、防波堤本来の目的である港内の静穏を保ちつつ、海水交換

機能を有する生生物物着着生生促促進進型型のの防防波波堤堤の検討・開発を進めています。  

平良港下崎西防波堤では、港内と港外の海水交換を促進させる通通水水型型ケケーーソソ

ンン、サンゴを始めとする付着生物の着生促進を図る溝溝加加工工をを施施ししたた消消波波ブブロロッッ

クク、付着生物相の生息場を創出する凹凹凸凸加加工工根根固固ブブロロッッククを設置するととも

に、防波堤建築予定地にあるサンゴ群集を防波堤のマウンド周辺に移移築築するこ

とを行っています。  

環環境境共共生生型型防防波波堤堤    ＜＜下下崎崎西西防防波波堤堤＞＞  

通通水水型型ケケーーソソンン  

港港のの内内とと外外のの海海水水がが交交換換ししややすすいい

よよううにに防防波波堤堤にに穴穴をを設設けけたたもものの  

移移築築ササンンゴゴ礁礁  

ササンンゴゴのの移移築築ととはは、、ササンンゴゴ

をを岩岩盤盤ごごとと移移動動すするるこことと  

通通水水型型ケケーーソソンンのの内内部部  

通通水水部部周周辺辺のの魚魚類類  

移移植植直直後後((HH1111..11))  

移移植植後後 1100 年年((HH2211..99))

移移築築ササンンゴゴ周周辺辺のの生生物物

凹凹凸凸加加工工根根固固ブブロロッックク  

生生物物がが生生息息ししややすすいいよよううにに  

穴穴やや凹凹凸凸をを設設けけたたブブロロッックク  

溝溝加加工工消消波波ブブロロッックク  

生生物物がが生生息息ししややすすいいよよううにに  

穴穴やや凹凹凸凸をを設設けけたたブブロロッックク  

凹凹凸凸加加工工根根固固ブブロロッッククとと周周辺辺のの魚魚類類

溝溝加加工工消消波波ブブロロッックク

ブブロロッッククにに固固着着ししたたササンン

ササササムムロロ  

フフタタススジジタタママガガシシララ  ハハタタタタテテダダイイ  

 

 

 

 

 

 

 

移移植植前前
（（HH2211..99

移移植植後後
((HH2211..1100))  

タタガガネネととハハンンママーーででササンンゴゴをを採採

頻頻繁繁にに換換水水ししななががらら運運搬搬  

水水中中ボボンンドドでで移移植植ササンンゴゴをを固固定定  

①①採採取取  

②②運運搬搬  

③③移移植植  

親親水水型型防防波波堤堤    ＜＜トトゥゥリリババーー地地区区＞＞  
平良港では、防波堤整備に伴い失われるサンゴをできるだけ保護する目的

からササンンゴゴのの移移植植を実施しています。移植先のトゥリバー地区防波堤では、

ボードウォーク、レンガ舗装、南国特有のスコールシェルターなどの整備に

よって親親水水空空間間を創出しており、散策に訪れた人々が移植したサンゴを眺め

ることができるようになります。  

自自然然基基盤盤へへのの活活着着  

移移植植ササンンゴゴにに群群ががるるﾄﾄｹｹﾞ゙ﾁﾁｮｮｳｳﾁﾁｮｮｳｳｳｳｵｵ

移移植植ササンンゴゴにに群群ががるるﾃﾃﾞ゙ﾊﾊﾞ゙ｽｽｽｽﾞ゙ﾒﾒﾀﾀﾞ゙ｲｲ



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《住所》   〒９０６－００１２  沖縄県 宮古島市 平良字７－２１ 

《ホームページアドレス》  http://www.dc.ogb.go.jp/hirarakou/ 

港とサンゴ礁の 

共生を目指して

内内閣閣府府  沖沖縄縄総総合合事事務務局局  平平良良港港湾湾事事務務所所

⑤⑤  ④④  

③③  ②②  

①①  

2009.9.15 いであ㈱撮影 ①①  

～表紙写真の説明～（空中写真に示す番号は、表紙写真に対応） 

①④平良港湾でみられるサンゴ礁 ②移築した大型サンゴに群がるスズメダイ類 

③ﾄｩﾘﾊﾞｰ地区の移植サンゴに群がるスズメダイ類 ⑤通水型ケーソンで見られるイボヤギ 

⑤⑤  

④④  

②②  

③③  
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